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１．計画策定の背景 

（１）地球温暖化とは 

地球は大気に包まれるように取り巻かれており、大気の中には、二酸化炭素

などの温室効果ガスが含まれています。この温室効果ガスは、日中は地球の表

面から放出される熱（赤外線）を吸収し、夜間は日中吸収した熱を放出するこ

とにより、地球の平均気温を生物の住みやすい約１５℃に保ってくれています。 

もし、温室効果ガスが無かったとすると、地球の平均気温はマイナス１８℃

前後になるとされています。 

しかし、１８世紀産業革命以降、化石燃料の大量消費により、二酸化炭素の

排出量が急増しました。 

この影響で温室効果ガスの濃度が上がり、地球の平均気温もが上がっている

のです。これが「地球温暖化」です。 

適度な温室効果ガスは、
太陽の熱（赤外線）を受
け止め、余分な熱は、宇
宙に逃がしていた。 

温室効果ガスが増えて、
熱が宇宙に逃げにくくな
ってきた。 

宇宙に逃げられなくなっ
た熱が、地球全体の温度
を上げてしまう。 

太陽 
エネルギー 

温 

室 

効 

果 

ガ 

ス 

大気 
熱が 
逃げる 

熱が逃げ 
にくくなる 

温室効果 

ガスの増加 

 

温暖化 
 

図１ 地球温暖化のメカニズム 
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出典）IPCC第４次評価報告書 

図２ 世界の気温予測 
 

 

（２）地球温暖化の影響 

地球温暖化により、世界の平均気温は

「気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）」の報告によると、１９０６年

～２００５年までの１００年間で０．７

４℃上昇しました。また、２１００年ま

でには１．１～６．４℃上昇すると予測

されています。 
 
 
 

このまま地球温暖化が進むと、地球全体の気温が上がり、世界中でたくさん

の影響が出てきます。 

 海水の熱膨張や氷河が融けて、海面が最大８８ｃｍ上昇します。南極の氷が

融けるとさらに海面が上昇します。 

 ホッキョクグマ（シロクマ）などの現在絶滅の危機にさらされている生物は、

ますます追い詰められ、さらに絶滅に近づきます。 

 マラリアなど熱帯性の感染症の発生範囲が広がります。 

 降雨パターンが大きく変わり、内陸部では乾燥化が進み、熱帯地域では台風、

ハリケーン、サイクロンといった熱帯性の低気圧が猛威を振るい、洪水や高

潮などの被害が多くなります。 

 気候の変化に加えて、病害虫の増加で穀物生産が大幅に減少し、世界的に深

刻な食糧難を招く恐れがあります。 

世界での影響 

 豪雨が増加し、台風の雨量も増えます。 

 南方で生息する昆虫等が北に移動します。 

 ブナ林が大きく減少します。 

 １ｍの海面上昇で約９０％の砂浜が消滅します。 

 人口や産業が集中する湾岸域で洪水や高潮などの被害を受けます。 

 真夏日が大幅に増えます。熱波により、熱中症患者が増加し、マラリアが発

生する可能性が高まります。 

 米の品質や収量、食味の低下が生じます。 

 米や温州ミカン、リンゴなどの作物は、生産に適した地域が北上します。 

日本での影響 

出典）全国地球温暖化防止活動推進センターホームページ 
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（３）世界と我が国の地球温暖対策 

地球温暖化防止に関する対策として国際的には、１９９２年（平成４年）に国連気候変

動枠組条約が採択され、同年の国連環境開発会議（地球サミット）では、世界中の多くの

国が署名を行い、１９９４年（平成６年）には条約が発効されました。 

これを受けて締約国会議が第１回目のドイツのベルリン（ＣＯＰ１）から始まり、「温室効

果ガスの排出および吸収に関し、特定された期限の中で排出抑制や削減のための数量

化された拘束力のある目標」を定めることが決められました。１９９７年（平成８年）には、地

球温暖化防止京都会議（ＣＯＰ３）が開催され、京都議定書が採択されました。この中で

我が国については、温室効果ガスの総排出量を「２００８年（平成２０年）から２０１２年（平

成２４年）」の第１約束期間に、１９９０年（平成２年）レベルから６％削減するとの目標が定

められました。 

これらの国際的動きを受け、我が国では「地球温暖化対策の推進に関する法律（平成

１０年法律第１１７号）」が１９９８年（平成１０年）１０月に公布され、１９９９年（平成１１年）４

月に施行されました。この法律では、地球温暖化対策への取り組みとして、国、地方公共

団体、事業者及び国民それぞれの責務を明らかにするとともに、国、地方公共団体の実

行計画の策定、事業者による算定報告公表制度等、各主体の取り組みを促進するため

の法的枠組みを整備するものとなっています。また、地球温暖化対策に関する具体的な

取り組みについては、１９９８年（平成１０年）６月に「地球温暖化対策推進大綱」（旧大綱）、

平成１４年３月には新大綱が策定され、その後、京都議定書の発効を受けて、２００５年

（平成１７年）４月に「京都議定書目標達成計画」が定められました。京都議定書目標達

成計画においては、京都議定書で定められた１９９０年比６％削減の目標達成に向けた

対策の基本的な方針が示されると共に、温室効果ガスの排出削減、吸収等に関する具

体的な対策、施策が示され、特に地方公共団体に期待される事項も示されました。 

また、２００８年（平成２０年）７月には、日本の２０５０年（平成６２年）までの長期目標とし

て、温室効果ガスを現状から６０～８０％削減する目標を掲げた「低炭素社会づくり行動

計画」が閣議決定されました。同年７月、Ｇ８北海道洞爺湖サミットでは、２０５０年（平成６

２年）までの世界全体の温室効果ガスの排出量を少なくとも半減するという長期目標を世

界全体の目標として採択することを求めていくことで合意されました。 

また、京都議定書の第１約束期間後の２０１３年以降の新たな国際的枠組みづくりにつ

いて検討することを目的に、２００９年（平成２１年）１２月にコペンハーゲンで開催された気

候変動枠組条約第 15回締約国会議（COP１５）では、世界全体の長期目標として産業化

以前からの気温上昇を２度以内に抑えることや、先進国は途上国に対し公的資金による

支援を共同で行う事を盛り込んだ「コペンハーゲン合意」が提案されましたが全体合意に

は至らず、日米欧、中国、インドなど主要国が「留意する」との決議が採択されました。 

日本は、全ての主要排出国が参加する公平で実効性のある枠組みの構築と野心的な

目標の合意を前提に、２０２０年（平成３２年）までに１９９０年比２５％の削減を目指すこと

を表明しています。 
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２．計画の目的 

本計画は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」第２０条の３第１項及び京

都議定書目標達成計画に基づき、地方公共団体に策定が義務付けられている温

室効果ガスの排出の抑制等のための措置に関する計画として策定するものです。 

本計画に基づき市が率先して地球温暖化対策の取り組みを進め、自ら排出す

る温室効果ガスの削減を図ることを目的とします。 

 

  

第二十条の三 都道府県及び市町村は、京都議定書目標達成計画に即して、当該都道府県

及び市町村の事務及び事業に関し、温室効果ガスの排出の量の削減並びに吸収作用の保

全及び強化のための措置に関する計画（以下この条において「地方公共団体実行計画」

という。）を策定するものとする。  

２ 地方公共団体実行計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。  

一 計画期間  

二 地方公共団体実行計画の目標  

三 実施しようとする措置の内容  

四 その他地方公共団体実行計画の実施に関し必要な事項  

 

参考２ 京都議定書目標達成計画（抄） 
○実行計画に盛り込む内容 

・計画の目的、期間等の基本的事項 

・温室効果ガスの総排出量の把握 

・具体的な取組（措置）項目 

・取組（措置）の目標、温室効果ガス総排出量に関する数量的な目標 

・推進・点検体制、計画の点検、評価、公表等の手続 

○対象範囲 

・地方公共団体においては、庁舎等におけるエネルギー消費のみならず、廃棄物処理事業、

上下水道事業、公営の公共交通機関、公立学校、公立病院等の運営といった事業からの

排出量が大きな割合を占める場合がある。このため、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）に定められた行政事務全てを対象とする。また、外部への委託、指定管理者制度

等により実施するもので、温室効果ガスの排出の削減等の取組（措置）が可能なものに

ついては、受託者等に対して必要な措置を講ずるよう要請する。 

・特に、庁舎等の使用電力購入について、環境配慮契約法及び基本方針に基づく裾切り方

式等を導入し、省ＣＯ２化を図る。 

○点検・評価体制 

・定期的に実施状況の点検・評価を行い、その結果を毎年一回公表する。 

・点検・評価結果の公表に当たっては、総排出量のみならず、取組項目ごとの進捗状況、

施設単位あるいは組織単位の進捗状況について目標値や過去の実績値等との比較など

を行い、これを合わせて可能な限り詳細に公表する。 

・点検・評価結果を踏まえ、必要に応じた計画の見直しを行うとともに、計画の実施に当

たって整備した様々な運用の仕組みについても見直しを行う。 
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３．計画の期間 

計画の期間は平成２２年度から平成２６年度までの５年間とします。 

（温室効果ガス排出量を算出する基準年度は、平成２０年度とします。） 

 

４．計画の対象 

（１）対象物質 

「地球温暖化対策の推進に関する法律」の対象となる温室効果ガスは、表１

に示す６物質であるが、パーフルオロカーボン（ＰＥＦ）、六フッ化硫黄（ＳＦ

６）の２物質については排出量の把握が困難であるため、市の温室効果ガス排

出量の算定対象は、二酸化炭素（ＣＯ２）、メタン（ＣＨ４）、一酸化二窒素（Ｎ

２Ｏ）、ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）の４物質とします。 

 

表１ 法律で対象となる温室効果ガス 

温室効果ガス 主な性質 主な発生源 

二酸化炭素 

（ＣＯ２） 

代表的な温室効果ガス。温室効果ガス

の中で二酸化炭素の比率が９０％と

極めて高い。 

化石燃料の焼却など。 

メタン 

（ＣＨ４） 

天然ガスの主成分で，常温で気体。よ

く燃える。 

 

稲作、家畜の腸内発酵、廃棄物

の埋め立てなど。 

一酸化二窒素 

（Ｎ２Ｏ） 

数ある窒素硫化物の中で最も安定し

た物質。他の窒素酸化物（例えば二酸

化窒素）などのような害はない。 

 

燃料の焼却、工業プロセスな

ど。 

ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ 

（ＨＦＣ） 

塩素がなく，オゾン層を破壊しないフ

ロン。強力な温室効果ガス。 

 

スプレー、エアコンや冷蔵庫な

どの冷媒、化学物質の製造プロ

セスなど。 

ﾊﾟｰﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ 

（ＰＦＣ） 

炭素とフッ素だけからなるフロン。強

力な温室効果ガス。 

 

半導体の製造プロセスなど。 

六フッ化硫黄 

（ＳＦ６） 

硫黄とフッ素だけからなるフロンの

仲間。強力な温室効果ガス。 

 

電気の絶縁体など。 
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（２）対象施設 

この計画の対象範囲は、市が行う全ての事務及び事業とします。 

平成２０年度（基準年度）の対象施設は表２に示すとおりです。 

なお、外部に委託、指定管理者制度により実施するものの中で温室効果ガス

排出量の数値的把握が難しいものについては対象範囲外とします。この場合、

温室効果ガスの排出削減等の措置が可能なものについては、受託者等に対して

必要な措置を講ずるよう要請することとします。 
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１．温室効果ガス排出量算出方法 

（１）温室効果ガス排出量の算出方法 

温室効果ガス排出量は、「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令」に定め

る算定方法に従い、「活動量」に電気・燃料等の排出源ごとに定められた「排出

係数」及び「地球温暖化係数」を掛け合わせることにより求めます。 

 

【温室効果ガス排出量】＝【活動量】×【排出係数】×【地球温暖化係数】 

 

※ 活動量 

電気やガソリン等のエネルギー使用量、公用車の走行距離などを指します。 

 

（２）排出係数 

排出係数は、一単位あたりの活動量から排出される温室効果ガスの量を表し、

「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令」第３条に規定されています。（表

３参照） 

ただし、電気については東京電力株式会社の平成２０年度実績値を参照しま

す。 

 

表３ 排出係数一覧（１） 

 

  

 2.3217 kg- CO2/  

 2.4895 kg- CO2/  

 2.6192 kg- CO2/  

 2.7096 kg- CO2/  

 3.0003 kg- CO2/  

 0.332 kg- CO2/kWh  
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表３ 排出係数一覧（２） 

 

  

 

 0.000010  kg- CH4/km  

 0.000035  kg- CH4/km  

 0.000010  kg- CH4/km  

 0.000035  kg- CH4/km  

 0.000015  kg- CH4/km  

 0.000011  kg- CH4/km  

 0.000035  kg- CH4/km  

 
 

 0.0000020 kg- CH4/km  

 0.000017  kg- CH4/k m  

 0.000015  kg- CH4/km  

 0.0000076 kg- CH4/km  

 0.000013  kg- CH4/km  

 0.049     kg- CH4/  

 

  
 

 0.000029 kg- N2O/km  

 0.000041 kg- N2O/km  

 0.000022 kg- N2O/km  

 0.000039 kg- N2O/km  

 0.000026 kg- N2O/km  

 0.000022 kg- N2O/km  

 0.000035 kg- N2O/km  

 
 

 0.000007 kg- N2O/km  

 0.000025 kg- N2O/km  

 0.000014 kg- N2O/km  

 0.000009 kg- N2O/km  

 0.000025 kg- N2O/km  

 0.00096  kg- N2O/  

 

  

 0.015 kg- HFC/  
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（３）地球温暖化係数 

地球温暖化係数は、各温室効果ガスの地球温暖化をもたらす効果の程度を、

二酸化炭素の当該効果に対する比で表したもので、「地球温暖化対策の推進に関

する法律施行令」第４条に規定されています。（表４参照） 

 

表４ 地球温暖化係数一覧 

  

 1 

 21 

 310 

 1,300 

※地球温暖化対策の推進に関する法律施行令第１条においてハイドロフ

ルオロカーボン（ＨＦＣ）については、１３種類が挙げられていますが、

ここではカーエアコンに使用されている（ＨＦＣ－１３４ａ）の地球温

暖化係数を掲載しています。 
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２．温室効果ガスの排出状況 

（１）基準年度の活動量 

基準年度（平成２０年度）における温室効果ガス排出に係る排出源別の活動

量は表５のとおりです。 

 

※ 公用車の中には市以外で管理している自動車も含めています。 

※ 公用車以外のガソリン・軽油は、草刈や作業用の燃料、トラクター等の特殊

自動車の燃料等として使用されたものを指しています。 

 

表５ 排出源別の活動量 

    

 

 L  

 L  

 L   

 L  

 L   

 L   

LPG    

 kWh   
 

 

 km   

 km  

 km   

 km   

 km   

 km   

 km   

 

 km   

 km   

 km   

 km   

 km   

     

    

※小数点以下四捨五入 
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（２）基準年度における温室効果ガス排出量 

基準年度（平成２０年度）の市の事務及び事業に伴い排出された温室効果ガ

ス総排出量は約５，６８９トン（ＣＯ２換算）です。（表６参照） 

温室効果ガスの排出量としては、電気の使用による二酸化炭素の排出量が最

も多く、全体の６８．６１％（３，９０２，９１３ kg- CO2）を占めており、次に、灯油や

軽油、Ａ重油等の燃料の使用による二酸化炭素の排出が多くなっています。 

また、温室効果ガスの種類別の排出でみると、二酸化炭素の排出量が全体の

９９．１７％（５，６４１，３８６ kg- CO2）を占めています。 

 

表６ 温室効果ガス排出量 

      CO   

 CO2  

  

  

  315,413 kg- CO2 315,413 kg- CO2 5.54% 

 3,079 kg- CO2 3,079 kg- CO2 0.05% 

  452,664 kg- CO2 452,664 kg- CO2 7.96% 

  417,337 kg- CO2 417,337 kg- CO2 7.34% 

  2,806 kg- CO2 2,806 kg- CO2 0.05% 

  287,694 kg- CO2 287,694 kg- CO2 5.06% 

 LPG 259,480 kg- CO2 259,480 kg- CO2 4.56% 

 3,902,913 kg- CO2 3,902,913 kg- CO2 68.61% 

 5,641,386 kg- CO2 5,641,386 kg- CO2 99.17% 

 NH4  

  37 kg- NH4 770 kg- CO2 0.01% 

  731 kg- NH4 15,352 kg- CO2 0.27% 

 768 kg- NH4 16,122 kg- CO2 0.28% 

 N2O  

  68 kg- N2O 21,133 kg- CO2 0.37% 

  14 kg- N2O 4,440 kg- CO2 0.08% 

 83 kg- N2O 25,573 kg- CO2 0.45% 

 HFC  

  4 kg- HFC 5,753 kg- CO2 0.10% 

 4 kg- HFC 5,753 kg- CO2 0.10% 

    5,688,833 kg- CO2 100.00% 

※小数点以下四捨五入 
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68.61%

0.83%

5.54%

7.34%

0.05%

5.06%

4.56%

0.05%

7.96%

 

図３ 温室効果ガスの排出割合（排出源別） 

 

 

2

99.17%

0.10%

2

0.45%
4

0.28%

 
図４ 温室効果ガスの排出割合（種類別） 
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市から排出されている温室効果ガスの多くは二酸化炭素が占め、さらに二酸化炭

素の排出削減がメタンや一酸化二窒素の削減にも大きく関わるため、温室効果ガス

の削減目標としては、主に二酸化炭素について目標を定めることとします。 

また、温室効果ガスの排出削減目標の設定にあたっては、京都議定書において、

我が国の温室効果ガスの総排出量を、１９９０年を基準年として、２００８年（平

成２０年）から２０１２年（平成２４年）までの第一約束期間に６％の削減を目標

としていること、及び京都議定書目標達成計画（平成２０年３月２８日改定）を考

慮しました。 

１．温室効果ガス排出量の削減目標 

南房総市の温室効果ガス排出量の削減目標を、以下のように定めます。 

 

 

 

 

 

２．個別の削減目標 

温室効果ガス排出量の削減目標を達成するため、温室効果ガス排出に係る活動に

対し、個別目標を設定しました。 

具体的な項目は、電気使用量、燃料使用量（施設等及び公用車）、公用車走行距

離とし、以下のように削減目標を設定しました。 

     

 3,902,913 kg- CO2  273,204 kg- CO2 

 
 

1,005,722 kg- CO2  70,401 kg- CO2 

 
 

732,751 kg- CO2  51,293 kg- CO2 

 21,903 kg- CO2  1,533 kg- CO2 

 25,544 kg- CO2  

※小数点以下四捨五入 

※項目別の削減目標をすべて達成した場合、温室効果ガスの削減量（ＣＯ２換算）は 

３９６，４３０kgとなり、平成２０年度に比べ約６．９７％の削減率となります。

【目標】 

温室効果ガス排出量を、平成２６年度までに、 

基準年度（平成２０年度）に対し７％以上削減する。  
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１．取り組みの方針 

市では、次のような方針に基づき、温室効果ガス削減のための重点的な取り組み

を設定し、取り組みを進めていくこととします。 

（１）温室効果ガス削減に直接的につながる取り組み 

市の事務活動及び事業活動の中から排出される温室効果ガスの総排出量を減ら

す効果のある取り組みを進めます。 

 

（２）温室効果ガス削減に間接的につながる取り組み 

市の温室効果ガス排出に直接関係しないが、社会全体から見て温室効果ガスの

総排出量を減らす効果のある取り組みを進めます。 

 

２．具体的な取り組み内容 

重点的な取り組みを１１項目設定し、その具体的な取り組み内容を以下に示します。 

（１）温室効果ガス削減に直接的につながる取り組み 

重点取組１ 空調機器の適正使用 

取組内容 

· 冷房は２８℃、暖房は１９℃を目安に適正な調整に努める。 

· クールビズ、ウォームビズを実施する。 

· 定期的にフィルターの清掃を行うなど維持管理を適正に行う。 

· 窓を閉めたりブラインドを利用するなど利用効率を高める。 

· 会議室等の空調は、使用後必ず停止する。 

 

重点取組２ 照明機器の適正使用 

取組内容 

· 照明点灯時間の短縮を図り、最小限の点灯に努める。 

· 昼休みは事務に支障がない限り消灯する。 

· 会議室等の使用後の消灯を徹底する。 

· 廊下、トイレ等の照明は、支障のない範囲でこまめに消灯する。 

· 日中日当たりの良い場所ではこまめに消灯する。 



 

 

第４章 具体的な取り組み 

16 

重点取組３ OA 機器の適正使用 

取組内容 

· ＯＡ機器等は、事務に支障のない範囲で電源を切る。 

· 席を長時間はなれるときは、パソコンの電源を切るかスタンバ

イモード等に設定する。 

 

重点取組４ 公用車の燃料使用量の削減 

取組内容 

· 急発進・急加速の抑制やアイドリングストップ等、エコドライ

ブを実施する。 

· 効率的な相乗りに努める。 

· 不用な荷物を積まない。 

· 車両の点検・整備を適正に行う。 

· 公用車の走行距離、燃費等を把握する。 

· 公用車の更新時に、低公害車（電気自動車、ハイブリッド自動

車、低燃費かつ低排出ガス認定車）を導入する。 

· 出張などは極力、公共交通機関（鉄道、バス）を利用する。 

· 不必要なカーエアコンの使用はしない。 

· ごみ塵芥車等の軽油代替燃料としてバイオディーゼル燃料を活

用する。 

 

重点取組５ その他省エネルギー化に向けた取り組み 

取組内容 

· 事務に支障のない範囲での定時退庁、ノー残業デーの徹底を図

る。 

· ガスコンロ等の火の強さは、やかんの大きさに合わせて調節す

る。 

· 湯沸し時には必要最小限の量をわかす。 

· その他無駄なエネルギーの使用を控え、省エネを図る。 
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重点取組６ 施設等の建築・改修における環境配慮 

取組内容 

· 施設の新設や改築、設備の新設や更新等を行う場合は、国の「環

境配慮型官庁施設（グリーン庁舎）計画指針」等の考え方に沿

い、ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）、ライフサイクルＣＯ２（Ｌ

ＣＣＯ２）を考慮する。 

· 太陽光発電などの自然エネルギーを積極的に活用する。 

· 雨水貯留タンクなどの雨水利用施設を積極的に導入する。 

· 断熱性向上のため、ペアガラス等の窓ガラスを導入する。 

· 高効率照明への買い換えを順次行う。 

· エネルギー（電気、灯油、A 重油、ＬＰガス）の使用に関して

は、効率的なヒートポンプを利用した空調機、給湯器への交換

等、省ＣＯ２の機器の採用を検討する。 

 

 

（２）温室効果ガス削減に間接的につながる取り組み 

重点取組７ グリーン購入の推進 

取組内容 

· 電気製品等の物品の新規購入、レンタルをする時には、省エネ

ルギータイプで環境負荷の少ないものの購入に努める。 

· 事務用品は、 詰め替えやリサイクル可能な消耗品を購入する。 

· 環境ラベリング（エコマーク、グリーンマーク等）対象製品を

購入する。 

 

重点取組８ 用紙使用量の削減 

取組内容 

· 印刷物・資料等の印刷部数は必要最小限とするよう努める。 

· 両面コピー・両面印刷に努める。 

· 印刷ミスした用紙の裏面再利用に努める。 

· 庁内ＬＡＮを積極的に利用し、ペーパーレス化を推進する。 
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重点取組９ 効率的な水利用 

取組内容 

· 水道を利用する際にはこまめに水をとめるなどし、節水に努め

る。 

· 水道の水圧を調整し、節水に努める。 

 

重点取組１０ ごみの減量・リサイクルの推進 

取組内容 

· 使用済みの封筒やファイル等の再利用を徹底する。 

· 文具等は、詰め替え用品を使用する。 

· マイ箸、マイボトルを利用する。 

· ごみの分別を徹底し資源化の取り組みに努める。 

· 使用済みの用紙類回収ボックスを設置し、古紙の回収に努める。 

 

重点取組１１ 職員等の意識啓発 

取組み内容 

· 事務の効率化及び合理化を推進する。 

· 環境に関する情報を庁内ＬＡＮ等で提供する。 

· 職員への研修会等を開催する。 

· 環境に関する講演会等に積極的に参加し、環境意識の向上を図

る。 
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１．計画の推進体制 

南房総市地球温暖化対策実行計画の効果的な推進を図るため、地球温暖化対策

管理統括者、地球温暖化対策推進委員会、地球温暖化対策推進責任者、地球温暖

化対策推進員及び事務局を設置します。（図５参照） 

（１）地球温暖化対策管理統括者 

管理統括者は市長とし、実行計画の決定者として、総合的な調整及び指示・指

導を行います。また、計画の実施状況、評価及び見直しについて、市民に公表し

ます。 

（２）地球温暖化対策推進委員会 

推進委員会は、副市長を委員長、建設環境部長を副委員長、各部長等を委員と

し、計画の策定・見直し、計画の推進、実施状況の点検・評価、改善指示等を行

います。 

（３）地球温暖化対策推進責任者 

推進責任者は各課長等とし、計画を推進するため、各課等の取り組み状況につ

いての指導、計画の実施状況について評価、計画の進行管理を行います。また、

計画の策定、見直し等について検討を行います。 

（４）地球温暖化対策推進員 

各課等に推進員を１名置き、推進責任者の指示を受け、所属内での計画の周知

と推進を行います。また、取り組み状況の調査票を作成し、推進責任者に報告し

ます。 

（５）事務局 

事務局を環境保全課に置き、推進委員会、推進責任者、推進員等との連携調整

を図り、取り組み状況の調査票の配布・集計・分析を行い、目標の達成に向けて

取り組みを推進します。
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図５ 本計画の推進体制 

地球温暖化対策管理統括者 

（市 長） 

地球温暖化対策推進委員会 

（委員長：副市長） 

（副委員長：建設環境部長） 

（委員：各部長等） 

事務局 

（環境保全課） 

全 職 員 

地球温暖化対策推進責任者 

（各課長等） 

地球温暖化対策推進員 

（各課等に１名） 

指 示 報 告 

指 示 報 告 

指 示 報 告 

周 知 報 告 

実 行 組 織 
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２．計画の点検・評価 

計画の実施状況を把握するため、温室効果ガス排出量や取り組みの実施状況に

ついて点検します。 

推進員は、各課等の取り組み状況及び温室効果ガス排出量（エネルギー使用量

等）を把握、点検し、推進責任者に報告します。 

推進責任者は、計画の推進を統括するとともに、職員に対する取り組みの徹底

を図ります。 

事務局は、年１回、各課等に対し温室効果ガス排出量の調査、取り組み状況の

調査を実施し、集計・分析結果を推進委員会に報告します。 

推進委員会は、報告された集計・分析結果により、計画の進捗状況を把握する

とともに点検・評価します。また、必要に応じて推進責任者に対して改善措置を

指示します。 

 

３．計画の見直し 

計画の円滑な推進を図るため、点検・評価結果や進捗状況をもとに、必要に応

じて計画の見直しを行います。 

 

４．計画の公表 

計画の進捗状況、点検評価結果及び、直近年度の温室効果ガス排出量について

は、年１回、広報紙やホームページ等により公表します。 
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資料１ 調査票（様式） 

（１）取り組み内容チェックシート 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

1

2

3

4

5
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（２）温室効果ガス排出量調査票 

 

kWh

L

L

L

L

L

L

2

※１．担当施設・部局・課で管理している燃料、電気の使用量が対象です。
※２．公用車については担当施設・部局・課で保有している車両が対象です。
※３．トラクター、ショベルカー等の特殊自動車は公用車以外の欄に記入してください。
※４．使用量が不明な場合は購入量を記入し、備考に購入量と記入してください。

km

km

km

km

km

km

km

km

km

km

km

km

（車種説明） 普通・小型乗用車：人の運送の用に供するもので乗車定員１０人以下のもの（３、５ナンバー）
　 　　　　　バス：人の運送の用に供するもので乗車定員１１人以上のもの（２ナンバー）
　　 　　軽乗用車：軽自動車のうち人の運送の用に供するもの（５ナンバー）
　　　 普通貨物車：普通自動車のうち貨物の運送の用に供するもの（１ナンバー）
 　　　小型貨物車：小型自動車のうち貨物の運送の用に供するもの（４ナンバー）
　 　　　軽貨物車：軽自動車のうち貨物の運送の用に供するもの（４ナンバー）
　　 　特種用途車：塵芥車、糞尿車、各種作業車等（８ナンバー）

4 2

※１．担当施設・部局・課で保有している車両が対象です。
※２．同一車種が２台以上ある場合の走行距離は合計を記入してください。
※３．トラクター、ショベルカー等の特殊自動車の走行距離は対象外です。
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資料２ 平成２０年度取り組み状況（取り組み内容チェックシート） 

8%

25%

50%

23%

39%

41%

44%

30%

19%

23%

36%

15%

51%

48%

37%

28%

28%

48%

47%

36%

36%

72%

48%

19%

79%

26%

25%

24%

18%

39%

29%

39%

28%

43%

39%

38%

46%

45%

51%

51%

15%

38%

32%

39%

27%

39%

36%

42%

31%

35%

22%

38%

24%

12%

27%

59%

55%

34%

29%

32%

10%

20%

9%

15%

11%

17%

27%

20%

10%

29%

10%

8%

14%

19%

22%

6%

16%

21%

6%

23%

21%

11%

16%

26%

6%

20%

11%

8%

5%

5%

6%

5%

24%

10%

5%

14%

7%

7%

8%

16%

6%

14%

14%

16%

18%

15%

5%

12%

5%

9%

18%

12%

5%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1冷房の設定温度は２８℃以上に設定 

2暖房の設定温度は１９℃以下に設定 

3就業時間外等は冷暖房機器の電源を切る 

4断続的に使用する部屋の空調はこまめに切る 

5定期的なフィルターの掃除 

6昼休み等は照明をこまめに消す 

7断続的に使用する部屋の照明をこまめに消す 

8パソコン未使用時は電源を切る 

9コピー機等長時間使用しない時は電源を切る 

10ガスコンロ等の火の強さを適切に調節 

11湯沸し時には必要最小限の量をわかす 

12時間外勤務の縮減を推進 

13ノー残業デーの定時退庁 

14アイドリングストップを実施 

15不用な積載物は、その都度車から降ろす 

16急発進、急加速の抑制 

17給油時等にタイヤの空気圧をチェック 

18必要最小限のコピー・印刷 

19回覧や電子メールを活用し文書配布等の削減 

20事務書類の簡素化 

21両面コピー・両面印刷 

22印刷ミスした用紙の裏面の再利用 

23古紙のリサイクル 

24水道使用時の節水 

25マイ箸、マイボトルの使用 

26ごみの減量、分別を徹底 

27グリーン購入 

28地球温暖化防止への取り組みの関心 

29職場等で地球温暖化防止に関する情報交換 

4.0 

4.0 

3.4 

4.6 

3.1 

4.2 

4.6 

3.9 

3.8 

4.3 

4.2 

3.8 

3.5 

4.0 

4.1 

4.4 

2.9 

4.2 

3.9 

3.7 

4.0 

4.2 

4.1 

4.1 

3.3 

4.4 

2.8 

3.8 

2.8 

8% 25%
50%23% 39%41% 44%30%19% 23%

36%15% 51%48%37%28%28% 48%47%36%36% 72%
48%19% 79%26%

18% 39%29%
39%28% 43%39% 38%46%45% 51%

51%15% 38%32%39%27% 39% 36% 42%31% 35% 22%
38%24% 12%27%

34% 29%32%
10%20% 9%15%11%17%27% 20%

10%29% 10%8%14%19% 22% 6%16% 21%
6%23% 21%

26% 6%20%
11% 8%5%5%6% 5%

24% 10%5%14% 7% 7%8%
16% 6%14%

14%16%
18%

15% 5%12% 5%9%
18% 12%

5%
7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%  
 

30職場や施設で独自に行っている地球温暖化対策 

  ⇒ エコキャップ運動、緑のカーテン、使用済み封筒の再利用、ＯＡ機器の主電源ＯＦＦなど 
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資料５ バイオディーゼル燃料製造事業の概要 

市では、平成２０年１１月から学校給食センターから出る廃食用油（使用済み

天ぷら油）を利用したバイオディーゼル燃料の製造事業を行い、ごみ収集車の軽

油代替燃料として使用する取り組みを平成２１年４月から本格的に稼動しました。 

この事業は、市職員により廃食用油の回収、燃料の製造が行われ、この燃料を

市の公用車に利用していますが、自治体独自でこのような取り組みみを行うのは、

県内で初めてです。 

市は、環境にやさしい資源循環・低環境負荷型社会のまちづくりの実現のため、

ごみの減量化・資源化や地球温暖化防止対策の一環として、また、平成２１年３

月には、バイオマスタウン構想を策定・公表し、地域の再生や活性化を図る市の

協働戦略プランと連携し、地域振興に取り組んでいます。 

バイオディーゼル燃料とは、植物性油を原料とした軽油代替燃料で、軽油は、

いつかなくなると言われる化石燃料から作られており、市内で廃棄される植物性

の廃食用油をリサイクルすることで、限りある資源を大切にし、ごみの減量化・

資源化になり、しかも、カーボン・ニュートラルなため、この燃料を利用するこ

とで CO２排出量の削減が可能となります。また、軽油よりも製造コストが安く公

用車の燃料費削減や学校給食センターの廃食用油の委託処理費の削減になり、市

の財政負担の軽減につながります。他にも、市のごみ収集車に代替燃料を使用し

走行することで、地域市民等に環境保全に対する普及啓発や意識高揚を図ること

ができます。 

本市のバイオディーゼル燃料は、アルカリ触

媒を使い、水洗浄を行う湿式洗浄方式で製造し

ています。製造工程は、一般的に１日で処理で

きる工程を３日間程度かけ、洗浄や静置、ろ過

を繰り返し、不純物を十分に取り除き、高品質

なバイオディーゼル燃料を製造しています。 

市では、バイオディーゼル燃料製造事業の拡

大に向け、将来的には、地域市民からの廃食用

油の回収を考えています。また、現在、市のご

み収集車２台と２トンダンプ１台、フォークリフト等の車両の代替燃料としてバ

イオディーゼル燃料を使用していますが、今後は、使用台数を増やすと共に、農

業機械等への活用も検討していきたいと考えています。 

＜平成２０年度のバイオディーゼル燃料活用状況＞ 

廃食用油回収量 2,466L、バイオディーゼル燃料製造量 1,463L、バイオディー

ゼル燃料使用量 1,247L 
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資料６ 用語の説明 

Ç アイドリングストップ 

自動車が駐停車中にエンジンを動かしつづける｢アイドリング｣を止めることに

より、ガソリンや軽油等の燃焼に伴う二酸化炭素や窒素酸化物等の排出を抑制す

ること。 

 

Ç 液化石油ガス（LPG） 

石油精製の際に得られるプロパン、ブタン等を加圧・液化した燃料。一般に「プ

ロパンガス」と言われ、都市ガス供給地域外で用いられることが多い。液化石油

ガスは都市ガスに比べて燃焼時の熱量が高く、空気に比べて比重が重いという特

性を有する。燃料としての用途が一般的であるが、オゾン層を破壊しないことで

エアゾールの噴射剤として広く用いられるようになった。 

 

Ç オゾン層 

地球を取り巻く厚さ約 20kmのオゾン（O3）の密度が高い層で、生物に有害な紫

外線の多くはこの層で吸収される。近年では、南極をはじめ高・中緯度地域でも

フロンガス等の影響によるオゾン層の減少がみられる。オゾン層が破壊されると、

地上に達する有害な紫外線の量が増え、皮膚ガンの増加や生態系への影響が懸念

される。 

 

Ç 温室効果ガス 

一般に、太陽放射に対しては比較的透明で、地表からの赤外放射に対しては不

透明な性質を持った気体のことで、代表的な温室効果ガスには二酸化炭素やメタ

ンが挙げられる。 

温室効果ガスが存在することにより、太陽からの放射エネルギーの一部は熱と

して大気に留まるため、地球は保温されたような状態となる。京都議定書により

削減の対象となっている温室効果ガスは、二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一

酸化二窒素（N2O）、ハイドロフルオロカーボン類（HFC）、パーフルオロカーボン

類（PFC）、6フッ化硫黄（SF6）の以上 6種類である。 

 

Ç 環境ラベル 

市場原理を利用して、環境負荷が小さい製品及びサービスを普及・促進させる

ことを目的としたラベルである。 

日本のエコマーク、ドイツのブルーエンジェルマークのように、ある基準を満

たす製品に対して消費者や生産者と異なる第三者が認定するラベルと、企業自身
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が自社製品に対して“リサイクル可能”など環境上の特性を示すことによって、

環境保全上優れたものであることを訴える自己主張型ラベルに分けて、また環境

ラベルが国際貿易障壁とならないよう国際規格化を進めている。 

 

Ç 気候変動に関する政府間パネル（IPCC） 

１９８８年に開始された、国連環境計画(UNEP)と世界気象機関(WMO)が共催し、

各国政府の任命する科学者が参加する会合。地球温暖化に関する最新の自然科学

的および社会科学的知見をまとめ、地球温暖化対策に科学的基礎を与えることを

目的としている。１９９０年に第 1 次評価報告書を、１９９５年に第２次評価報

告書をまとめ、地球温暖化対策に必要な基礎的認識の形成に大きな役割を果たし

ている。 

 

Ç 気候変動枠組条約 

地球温暖化問題に対する国際的な枠組みを設定した条約。大気中の温室効果ガ

スの増加が地球を温暖化し、自然の生態系等に悪影響を及ぼすおそれがあること

を人類共通の関心事であると確認し、大気中の温室効果ガスの濃度を安定化させ、

現在及び将来の気候を保護することを目的としている。 

 

Ç 京都議定書 

１９９７年１２月に開催された地球温暖化防止京都会議(気候変動枠組条約第

３回締約国会議)によって採択された議定書。１９９０年を基準として２００８年

から２０１２年まで第一約束期間に、地球温暖化の原因となる二酸化炭素など６

種類の温室効果ガス排出量の削減目標が盛り込まれている。この削減目標は先進

国に関してのみ設定され、わが国は６％の削減目標が課せられている。 

なお、京都議定書はロシアの批准を受けて、平成１７年２月１６日に発効した。 

 

Ç グリーン購入 

環境物品（グリーン製品とも呼ばれる製造から使用、廃棄に至るまでのライフ

サイクルにおける環境負荷が小さい製品）を積極的に購入し、直接・間接に環境

負荷低減を図る取り組み。 

 

Ç 自然エネルギー 

自然界から得られるエネルギーのことで、太陽光をはじめ風力、水力、波力、

潮力、バイオマスエネルギーなどがある。ほぼ無尽蔵に得られる半面、エネルギ

ー密度が低く、出力が自然条件に左右されるため、エネルギー変換効率の向上と

出力の安定が当面の課題である。 
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Ç 地球温暖化 

二酸化炭素などの温室効果ガス濃度の上昇や、二酸化炭素の吸収源である森林

の減少などにより地球の平均気温が上昇すること。気温上昇だけでなく海面水位

の上昇や気候の急激な変化、農作物への影響や亜熱帯性伝染病の蔓延等を引き起

こすことが予測され、直接・間接に私たちの暮らしに影響を及ぼすことが懸念さ

れている。 

 

Ç 地球温暖化係数（GWP） 

温室効果ガスの温室効果への影響度を、二酸化炭素を基準とした比率で示した

係数。 

 

Ç 地球温暖化対策の推進に関する法律 

通称「地球温暖化対策推進法」。１９９８年１０月に公布された、地球温暖化対

策に関し、国、地方公共団体、事業者及び国民の責務を明らかにするとともに、

地球温暖化対策の推進を図ることを目的とした法律。 

 

Ç 地球サミット 

地球環境問題の対策を議題に、１９９２年６月にブラジルのリオデジャネイロ

で開催された「環境と開発に関する国連会議」（UNCED）のこと。地球環境問題に

ついての歴史的な会議で、世界各国の首相、首脳の参加の下に行われた。地球温

暖化防止のための気候変動枠組み条約、生物多様性条約への署名が始まるととも

に、環境と開発に関するリオ宣言、アジェンダ２１等が合意された。 

 

Ç 低公害車 

低公害車は、「低燃費車」かつ「低公害車」で定義され、環境保全性能と省エネ

ルギー性能を併せ持つ自動車として捉えられる。「エネルギーの使用の合理化に関

する法律」（省エネ法）に基づき定められた燃費基準（低燃費基準）及び国土交通

省が定めた排ガス性能（低排出ガス基準）を何れも達成する自動車。ハイブリッ

ド自動車や電気自動車、天然ガス自動車等のクリーンエネルギー自動車も含まれ

る。 

 

Ç 電気自動車 

モーターを動力源、電池をエネルギー源として公道を走る車。走行中全く排ガ

スを出さず、騒音も少ないために、交通公害対策の切り札とされている。 
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Ç 天然ガス自動車 

燃料として、天然ガスを用いて走行する自動車をいう。圧縮天然ガス（CGC）自

動車が一般的である。 

 

Ç バイオマス 

動植物やそれらの廃棄物(生ごみや家畜糞尿など)を起源とするエネルギーのこ

と。バイオマスエネルギーの利用は、古くは薪や木炭などの固体燃料に始まり、

現在では間伐材などの木質バイオマスからエタノール・メタノールなどの液体燃

料、家畜糞尿などの畜産バイオマスからメタンガス等の気体燃料を抽出するなど、

利用方法も拡大している。 

バイオマスエネルギー利用により発生する二酸化炭素は、自然界の炭素循環に

含まれるとの考えにより、地球温暖化には影響しないものと見なされる。 

 

Ç 排出係数 

エネルギーや温室効果ガス排出源一単位あたりのある活動に伴う温室効果ガス

の排出量で、例えば１リットルの燃料を使用した時に排出される二酸化炭素の排

出量を算定する係数として使用される。排出係数は、「地球温暖化対策の推進に関

わる法律施行令第３条」にも定められている。 

 

Ç ハイブリッド自動車 

動力源を二つもつ車。一般にはエンジンとモーターの二つの動力源を持つ車。

駆動輪に双方の動力を伝えることができるものがパラレルハイブリッド車で、エ

ンジン車の変形といえる。エンジンを発電用のみに利用するものがシリーズハイ

ブリッド車で、電気自動車の変形である。 
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  改訂履歴 

   

項番 改訂日 主な改訂内容 

1 2011/4/1 組織改編に伴う改正 （第５章） 

２ 2013/3/28 施設の廃止に伴う改正 （第１章） 

3 2014/3/13 施設の廃止に伴う改正 （第１章） 

 

 


